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平成１５年１１月２８日(金)午後１時半

から高松市の漁連会館において、高松市瀬

戸内漁協、女木島漁協、男木島漁協、香西

漁協及び下笠居漁協は、それぞれの漁協の

役員代表と香川県水産課、高松市役所の担

当職員など、関係者約３０名が出席するな

か、合併推進協議会を設立するとともに第

１回協議会を開催し、平成１８年３月末を

目標に合併協議に入ることで合意した。 

高松地区においては、平成８年１２月に、

高松第一、高松相互、高松市西浜及び高松

の４漁協が合併し、高松市瀬戸内漁協が設

立された。 

併せて、屋島と高松市東部、女木島と男

木島、香西と下笠居についても合併の計画

があったが、現在まで進展が見られなかっ

た。 

そのような中、本年６月より組織強化推

進室が、高松市内の関係漁協長等と協議を

重ねた結果、市内の漁協が合併して一つに

なるのが望ましいという意見が主であった

ことから、９月２４日に関係７漁協長が集

まり、市内７漁協で合併協議会を設立する

ことについて協議を行った。その際、高松

市瀬戸内漁協など５漁協は協議会設立につ

いて賛成、屋島及び高松市東部漁協は、再

度、協議会参加について理事会で検討する

こととなった。 

その後、屋島及び高松市東部漁協では協議会参加

の承認が得られなかったことから、残る５漁協で協

議会を設立することとなったものである。 

なお、当日の協議会では、屋島及び高松市東部漁

協については、組合長がオブザーバーとして参加す

ることが併せて承認された。 

協議会の名称：高松市漁協合併推進協議会 

会 長：地濱高松市瀬戸内漁協組合長 

副会長：橋本女木島漁協組合長、濵川男木島漁協

組合長、新開香西漁協組合長、青木下笠

居漁協組合長、北野高松市瀬戸内漁協副

組合長 

委 員：５漁協役員計１８名 

本県における合併推進協議会の設立は、本年９月

の小田・鴨庄・志度漁協合併推進協議会及び１０月

の多度津町高見・佐柳漁協合併推進協議会設立につ

いで３件目であり、推進室としては積極的に３地区

の協議の進展に協力してまいりたい。 

一方、国においては、漁協合併促進法が、期限切

れを目前とした本年３月末、関係者の努力により、

平成２０年３月までの５カ年間の延長が実現したと

ころであり、本県においても、これを契機に、当面

の目標であった「１市町１漁協」から、より広域的

な「地区ブロック単位の県下５漁協」さらには１県

１漁協も視野に入れた合併の基本方針及び基本計画

の変更について、漁業者や関係者とも議論を進めな

がら取り組んでまいりたい。 

（組織強化推進室）

 

 

 

平成１５年度の県内産養殖ノリ（乾海苔）の初入

札会が、１２月３日高松市瀬戸内町の本会共販所で

７２商社が参加し開催された。 

今年の初入札には、県下８漁協から１,１００万枚

が出品された。１１月の海水温が平年より高く推移

したため、昨年の半分の出荷量となったが、栄養塩

が十分あり品質的には例年並であった。全国的にも

高水温等の影響で、収量は今ひとつといった状況の

ため、今回の初入札は平均単価１２円８９銭と例年

より高値であった。今後が期待される。 

次回は、１２月１３日１,９８０万枚の予定で、３

月末まで１１回の入札会が開催される。 

初入札の風景 
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 園すみれ組園児３４名により、元気なオープニング

演奏で始まった。 
次に、真鍋県知事（第２４回全国豊かな海づくり

大会香川県実行委員会会長）から大会に向け「ハマ

チ養殖発祥の地 水産県香川で～青い海 守る心に

豊かな未来～をテーマに、平成１６年１０月３日

（日）サンポート高松で開催される。水産資源の維

持培養と海の環境保全に対する意識の高揚に努め、

大会が成功するよう、県民の皆様のご支援、ご協力

をお願いするとともに、美しい瀬戸内海、最近ブー

ムのさぬきうどん、そして香川の伝統・文化を全国

に発信し、今後の香川の観光につなげたい」と挨拶

があった。 

大会に向け協力をお願いする真鍋県知事 

つづいて、香川県知事、増田高松市長、服部県漁

連会長、高木ＪＲ高松駅長、園児代表らにより「は

まうみくん」をかたちどったデザインの残日表示計

が除幕されると、幼稚園児たちのかわいらしい手で

クラッカーが割られ、乱舞する色とりどりのテープ

に道行く人々の足を止めていた。 
 この残日表示計はＪＲ高松駅のコンコースに設置

され、駅を利用する方々などに大会開催をアピール

する。 

JR 高松駅に掲示される「はまうみくん」の残日表示計 

 

 

 

漁協役職員の不祥事再発防止のため「組合運営に

おける役員責任に関する研修会」（主催：香川県）が、

１１月２６日（水）午後１時３０分より漁連会館６

階大会議室において、県下漁協の組合長ら役員約９０

名の参加者を得て開催された。 

講師には、全漁連 JF 強化本部経営監査部長 奈田

兼一氏を招き、内部監査体制の強化や定期チェックの重

要性などを説き役員としての危機管理意識を高めた。 

また、過去に全国で発生したＪＦ関係の不祥事の

事例を挙げ、類型別の原因と対応策を示し、不祥事

防止策として外部・内部監査の強化、決裁ルールの

明確化、役員の任期制限、経営の透明化、人事異動

による不正防止、金銭の取扱の管理徹底などを挙げ、

日常業務における不祥事未然防止の具体策としてチ

ェックリストの活用を訴えた。  

最後に、「役員の責任は重い。組合員の負託に応え

る健全な組合の運営を」と呼びかけ、参加者らは熱

心に聴き入っていた。 

真剣に講師の話に聴き入る参加者 

 
 
 

 
 

 

「第２４回全国豊かな海づくり大会」の開催まで

残すところ、あと３００日となることから、残日表

示計の除幕式が１２月８日（月）、高松駅コンコース

で開催された。 
 当日は、真冬日の寒さにもかかわらず、大会キ

ャラクター「はまうみくん」の指揮で、まゆみ幼稚
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高松市長賞 [小学校低学年の部] 

「海の楽しい思い出」 

高松市立四番丁小学校２年 西原 瑞貴

 
 

高松市長賞 [小学校高学年の部] 

「海の友達へ 僕の笑顔見えますか」 

高松市立古高松南小学校５年 森 麗也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高松市長賞 [中学校の部] 

「稚魚愛護」 

高松市立協和中学校２年 柳萬 かつ枝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

香川県漁連会長賞 [小学校低学年の部] 

「海が大すき」 

高松市立中央小学校２年 山本 彩加

 
 
 

 

 


